
現
在
の
大
槌
町
は
、

行
政
の
不
祥

事
が
続

き
、
そ
の
対
応
に
追
わ

れ
町
本
来
の
行
財
政
運

営
が
停
滞
し

て
い
ま

す
。こ

の
ま
ま
だ
と
市
町

村
間
競
争
に
立
ち
遅
れ

て
し
ま
い
益
々
、
空
き

家
だ
ら
け
の
ま
ち
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
「
な

り
わ
い
」

が
重
要
で

す
。
特
に
、
行
政
に
求

め
ら
れ
て
い
る
基
本
的

な
取
り
組
み
は
、
家
族

が
不
安
な
く
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、
ま
た
企
業
団

体
等
へ
は
、
経
営
と
雇

用
を
安
定
さ
せ
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
が
必

要
で
す
。

新
谷
氏
は
、
九
年
間

に
及
ぶ
米
国
駐
在
を
経

験
さ
れ
て
経
験
豊
富
な

方
で
す
。

こ
れ
ま
で
得
た
国
内

外
の
企
業
や
大
学
な
ど

産
学
官
の
人
脈
を
活
か

し
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
に

よ
り
、
大
槌
町
の
再
生

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

こ
の
政
策
提
案
に
よ

り
、
多
く
の
関
係
人
口

を
増
加
さ
せ
、
若
者
の

雇
用
が
生
み
出
さ
れ
町

の
再
生
と
過
疎
化
に
歯

止
め
が
か
か
り
ま
す
。

今
こ
そ
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
一

体
と
な
っ

て
、
こ
の
町
の
活
性
化

に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
新
谷
氏
は
、
人

口
減
少
と
長
寿
社
会
の

中
で
、
安
心
で
活
力
あ

る
高
齢
社
会
の
実
現
に

向
け
た
産
学
官
連
携
活

動
に
参
加
し
、
課
題
解

決
策
の
実
現
を
目
指
す

領
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も

経
験
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
若
い
子

育
て
世
代
に
も
生
き
が

い
の
あ
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
海
外
で
の

教
育
経

験
を
も
活

か

し
、
有
益
な
成
果
が
生

み
出
さ
れ
る
よ
う
取
り

組
む
強
い
決
意
で
す
。

今
こ

そ
「
お
お

つ

ち
」
を
活
気
と
夢
の
あ

る
町
の

実
現
に
向

け

て
、
こ

れ
ま
で
の

知

識
、
経
験
、
人
脈
、
行

動
力
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
推
進

役
が
必
要
で
す
。
価
値

あ
る
持
続
的
な
社
会
を

創
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
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オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は

製
品
開
発
や
技
術
改

革
、
研
究
開
発
や
組
織
改

革
な
ど
に
お
い
て
、自
社
以

外
の
組
織
や
機
関
な
ど
が

持
つ
知
識
や
技
術
を
取
り

込
ん
で
自
前
主
義
か
ら
の

脱
却
を
図
る
こ
と
。

一
例
と
し
て
、
産
学
官
連

携
、
異
業
種
交
流
、
大
企

業
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
よ

る
共
同
研
究
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

し
ん
た
に
洋
一

後
援
会

会
報

企
業
・
大
学
・
町
の
連
携
協
定

し
ん
た
に
洋
一
後
援
会
の
お
知
ら
せ

し
ん
た
に
洋
一
後
援
会
事
務
所
は
、

新
た
に
「
ふ
じ
ま
る
内
科
医
院
」
前
に

あ
る
「
家
子
不
動
産
事
務
所
」
の
隣
に

六
月
十
日
に
開
設
致
し
ま
す
。

お
近
く
に
お
出
で
の
際
は
、
気
軽
に

お
立
よ
り
下
さ
り
大
所
高
所
か
ら
ご
意

見
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

討 議 資 料

6 月 1 日 （ 木 曜 日 ）
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た
び
重
な
る
不
祥
事
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
に

「
ま
た
大
槌
町
か
」
と
、
冷
や
か
さ
れ
恥
ず

か
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

一
度
、
地
に
つ
い
た
信
頼
の
回
復
に
は
、

す
ぐ
に
は
取
り
戻
せ
ま
せ
ん
。
長
い
歳
月
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
信
用
失
墜
さ
せ
た
責
任

は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

更
に
、
こ
れ
ら
の
不
祥
事
究
明
に
か
か
る

第
三
者
委
員
会
に
審
査
し
て
貰
う
為
に
か
け

ら
れ
た
時
間
や
約
七
百
万
円
余
り
の
費
用
が

税
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
未
だ
原
因
究
明

が
続
い
て
お
り
、
本
来
、
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
や
課
題
が
山
積
し
て
い

す
。

不
祥
事
続
き
信
用
失
墜

ひょっこりひょうたん島の主題歌の
精神による町を再生

産
業
が
低
迷
し
、
空
き
家
が
目
立
ち
活
気
が

失
わ
れ
た
町
の
再
生
へ
の
緊
急
提
案
と
実
行

鎮 魂 の 森
8年かけても未完成

市
町
村
間
競
争
に
遅
れ

経
験
に
基
づ
く
提
案

長
寿
社
会
や

子
育
に
も
精
通



住
民
が
主
役

行
政
運
営
の
基
本
は
、

住
民
の
意
思
に
基
づ
い
た

運
営
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

住
民
の
ご
意
見
は
町
づ

く
り
に
は
大
切
で
す
。

住
民
の
生
命
財
産

行
政
は
、
住
民
の
生
命

財
産
を
守
こ
と
が
重
要
で

す
。
災
害
は
、
忘
れ
た
こ

ろ
に
来
る
、
「
備
え
あ
れ

ば
憂
い
な
し
」
で
す
。

常
に
危
機
意
識
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
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家
子
和
男
会
長
挨
拶

子育て支援は、国の基本施策と併せ更に充実が必要です。

町
づ
く
り
の
基
本
姿
勢

高速道路を活かした企業誘致


